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これまでの検討により KOP が主に N2O の鎮痛作用に関与している可能性が高




ぼす N2O の影響および N2O の鎮痛作用と脊髄下行性抑制系活性化の有無を検
討した。次に、セボフルランの立ち直り反射消失作用に関する力価
（EC50-LORR）に与える N2O の影響を評価した。 
 N2O は野生型マウスではセボフルラン MAC を有意に低下させ、酢酸ライ
ジング試験とホットプレート試験において鎮痛作用を示し、腰部脊髄第 3-4 層
における c-Fos 陽性細胞数を増加させたが、KOP 欠損マウスではこうした変化
が生じなかった。また、セボフルラン EC50-LORR は、N2O 投与により両群で
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